
 

令 和 ６ 年 １ 月 ３ １ 日 

第５回芦屋市被災地支援対策本部会議 

議  題 

《 報 告 事 項 》 

１ 芦屋市赤十字奉仕団街頭募金活動について （こども福祉部福祉室） 
・実施日時 1 月 27 日（土）午前 10 時～11 時 

・実施場所 JR 芦屋駅北側ペデストリアンデッキ他（2 か所） 

・参 加 者 日本赤十字社芦屋市地区地区長 髙島市長 

芦屋市赤十字奉仕団戎井委員長、奉仕団役員等、事務局職員 計 7 名 

・募金総額 83,485 円 

・取 扱 い 日本赤十字社を通じ「令和 6 年能登半島地震災害義援金」として被災地にお送りした。 

 

２ 令和６年能登半島地震職員派遣報告について （都市政策部都市基盤室） 
  ＊詳細は別添の通り 

 

 



【支援対策本部会議資料】 

令和 ６年  １月 ３１日 

 都市政策部都市基盤室 

 

令和 6 年能登半島地震 職員派遣報告（避難所運営支援）について 

 

１ 派遣日程  令和 6 年 1 月２０日（土）から 1 月２５日（木） 

２ 派 遣 先  石川県 珠洲市 

３ 従 事 者  DX 行革推進課職員 1 名、総務課職員 1 名 

４ 内   容  避難所運営支援 

５ 活動内容 

７：３５  トイレ掃除（各市の職員が自発的に実施）。 

 ７：５０  体育館 全体ミーティング。 

 ９：００  避難所 10 箇所の巡回。 

各所で代表の方に、避難人数・要望等をヒアリングし、義援物資を配布。 

 １２：３０ 避難所巡回を終え体育館に帰着。報告書を作成し、昼食。 

 １４：２０ 他の地区を巡回。 

 １７：３０ 体育館に到着。休憩後、順次夕食。 

 ２０：００ 翌日の巡回について、資料を確認。 

６ 避難所の状況 

○避難所は、落ち着いている。 

○責任者が統率しており、生活に必要なものは行き渡っている。（足りないものは補充

されている） 

７ 避難所の環境 

○通信は使用可能。電気は一部使用不可。 

○水道・下水・ガスは使用不可。 

○避難スペースはエリアで区切られている避難所とそうでないところがある。 

避難所責任者の差配によるものと思われる。 

○避難所責任者は、職員のところと地域の代表のところがある。 

○体調不良者は見られなかった。 

○１月２２日から学校が始まっており、避難者の心理面にも変化があるかもしれない。 

８ 生活環境の状況 

○各避難所に、D-MAT（災害急性期に活動できる機動性をもったトレーニングを受け

た医療チーム）や日本赤十字、保健師が巡回している。 

○規模の大きな避難所には、炊き出しやお風呂の支援も行われている。 

○避難所の物資は充実しており、今週中に、今後の見通しについて、市からの説明会

が予定されていると聞いた。 

○インフラの復旧は、ほとんど行われていない。 

○建物の被災判定は、ほとんど終わっているようである。 

○現時点で仮設トイレは不足している状況ではなく、し尿処理も行われている。 

 



９ 現地状況 

○地震の被害、津波の被害、両方の被害など地区によって様子は様々で、とてもショ

ッキングな状況もあった。 

○市道は道路陥没があっても、明示されていない箇所がほとんどで、幹線道路だけ

は、段差を砕石で擦り付けている状態であった。 

○建物の除去は、進んでいない。 

○水道工事はまだ仮復旧も進んでいない。各地から給水車で支援はされている。 

○電気の工事は、各所で行われている。 

○通信は、docomo や楽天など、アンテナを備えた車が、各所に停められている。 

１0 派遣先の事務 

○デジタル化されていた。 

各市で、無線対応のパソコンを持ち込み、共通のファイルで、ヒアリング内容を取りま

とめていた。 

○県・市職員で、連絡手段をグループ化しており、それぞれの巡回内容や連絡事項を

共有していた。 

１1 支援について 

○支援体制は、カウンターパート等、マニュアル化されており、スムーズな受け入れが

できるようになっている。 

○南あわじ市のトイレカーや、養父市のランドリーコンテナのように、特殊な機能を持つ

車両は、とても喜ばれていた。 

１2 今後の派遣について 

○現場の様々な情報を収集することは難しい。また、状況が日々変わっており、情報

は新しいことが大事である。 

○派遣先の環境を想定して、十分な装備でいく必要がある。 

○県と連携して派遣することは、被災地との調整が少なくなる面でとても有効である。

公用車で赴くか、石川県でレンタカーを借りる等現場での機動力を単独で確保できる

ようにしておく必要がある。 

以 上 










